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【学⏕フォーラム】 

 

 ング㡢ᴦの作研究ࢽーࣞࢺンࣙࢩーࢿーディࢥールにおける࣎ーࣞࣂ

岡崎ዪ子大学 4年 ఀ藤愛 

 

要 旨 

 ୰学⏕௦にᡤᒓしていたࣞࣂー࣎ール㒊でࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングを᪤成のᴦ᭤

にྜわࡏて行っていたが、必ࡎしもࣞࢺーࢽングしたい㒊分の㌟యの動きと㡢ᴦがྜっていな

いとこࢁがあった。そこでࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングの動きの内ᐜとࢩンクࣟࢬࢼし

たᴦ᭤を作することを目的とし、本研究を行った。ࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングについ

ての調査を行い、ࣞࢺーࢽングしたい㌟యの動きを考し、それにࢩンクࣟࢬࢼしたࣀࣆ

によるᴦ᭤を作した。そのᚋ、作したࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽング㡢ᴦの実㊶を行

い、ᑐ㇟⪅ࡸ指ᑟ⪅からのពぢを⪺き、考ᐹを行った。ンࢣーࢺ結果から、作しࢥーディ

指ᑟ⪅にある⛬度ཷけධれられていることが示၀さࡸ⪅㇟ング㡢ᴦが、ᑐࢽーࣞࢺンࣙࢩーࢿ

れた。 

１． 研究目的 

、ングとは、㐠動における一㐃の㐣⛬をかつṇ確に行うࢽーࣞࢺンࣙࢩーࢿーディࢥ」 

定位能力、ኚ能力、㐃結能力、ᛂ能力、㆑別能力、ࣜࢬム能力、ࣂランࢫ能力の 7つの能

力をྥ上さࡏるものである。」（㔜岡、す本ら㸪2020）1）したがって、ࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺ

ーࢽングは、▷㛫で༶的なຠ果をᚓられるということから、ࢫポーࢶ指ᑟࡸ学ᰯయ育な

の㐠動指ᑟの現場において࢘ォー࣑ングッࣉとして取りධれられている。ຠ果的な㐠動能力

のྥ上につながるということから、ࣞࣂー࣎ールの࢘ォー࣑ングッࣉとしてࢥーディࢿーࢩ

ࣙンࣞࢺーࢽングを行うことでᢏ能の上㐩ࡸ༶的なຠ果がᮇᚅされる。そこで自分が行って

きたときはࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングを᪤成のᴦ᭤にྜわࡏて行っていた。必ࡎしもࢺ

ࣞーࢽングしたい㒊分の㌟యの動きと㡢ᴦがྜっていないとこࢁがあった。ࢥーディࢿーࣙࢩ

ンࣞࢺーࢽングの㌟యの動きの内ᐜとࢩンクࣟࢬࢼしたᴦ᭤を作することを目的とした。 

２． 研究方ἲ 

ングしたい㌟యの動きをࢽーࣞࢺ、ングについての調査を行いࢽーࣞࢺンࣙࢩーࢿーディࢥ 

考し、それにࢩンクࣟࢬࢼしたᴦ᭤を作した。ᴦ᭤を作する際には、事前準ഛとして、

㡢ᴦの基♏知㆑である、㡢ᴦ理論、ኌἲ、ᴦᘧ・ᴦ᭤分析を༑分に行った。その作したࢥ

ーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽング㡢ᴦを୰学ᰯのࣞࣂー࣎ール㒊ဨ（16 ྡ）に実㊶してもらい、

実㊶ᚋにンࢣーࢺを行った。また、指ᑟ⪅からのࡈពぢも⪺き、考ᐹを行った。 

㸱． 作したࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽング㡢ᴦについて 

 （⛊₇ዌ㛫・42）ࣉッング࣑ォー࢘・

ձࣂランࢫ能力・定位能力（₇ዌ㛫・45⛊） 

上యをಽし、୧⭎をᕥྑに広ࡆ、ᚋ方に上ࡆた㊊は⭸をఙばし、つま先が⭜の高さになるま

でなるく高く上ࡆる。にᕥྑの㊊を行う。 

ղᛂ能力（₇ዌ㛫・41⛊） 

㊊を⫪ᖜに広ࡆ、⭸と⭜を㍍くᒅ᭤し、ࣞࣂー࣎ールのࣞࢩーブのようなጼໃをとる。ὶれ

る᭤の㡢域にྜわࡏて、ᕥྑちらかに素᪩く移動する。（高い㡢はྑ、పい㡢はᕥに動き、㡢

はࣗࢠࣞラーな㛫㝸で༶⯆的にධる。） 
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ճ㐃結能力（₇ዌ㛫・54⛊） 

㊊を⫪ᖜに開き、┤❧する。⫪の力をᢤき、Ṍ行のようにᕥྑの⭎を前ᚋにる。最ึは

㍍いࢫングを行い、ḟに⫪よりもᡭが高くなるように大きなࢫングを行う。最ᚋにࢫン

グのᘏ㛗としての⭎のᅇ転を行う。 

մ㐃結能力（₇ዌ㛫・42⛊） 

 。て行う。そのᚋ、ᵓえのጼໃにᡠるࡏムにྜわࢬを᭤のࣜࣉッࢸࢫクのࣃࢫ

յ㆑別能力（₇ዌ㛫・50⛊） 

ン࣐、ࣉッࢸࢫV、ࣉッࢸࢫA、ࣉッࢸࢫࢫック࣎。㐠動ࣉッࢸࢫをᛂ用したࢫンࢲࣅ࢚ࣟ

 。ーの動きを行う࣎

նኚ能力・㐃結能力・ࣜࢬム能力（₇ዌ㛫・2分46⛊） 

動≀の┿ఝをしながら動く㐠動。うさࡧ㊴ࡂ（ᡭをついて㊴ぶ）、くま（⭸をつかないでᅄつ

けで上యを支ࡔ⭎にࡎらし（㊊はわࡊ㏺いで動く）、⻡⺸（௮ྥけでᡭ㊊のみで動く）、あࢇ

えて進ࡴ動き）のయໃをとり、動く。 

・クール࢘ࢲン（₇ዌ㛫 61⛊） 

㸲． 研究結果 

、けではなくࡔングを行うࢽーࣞࢺ、結果よりࢺーࢣンングのࢽーࣞࢺンࣙࢩーࢿーディࢥ 

㡢ᴦとྜわࡏて行うことで、ࣜࢬムឤࡸ⫈く力も㣴うことができるとឤじた。また、㡢ᴦと組

みྜわࡏたことにより、ᴦしみながらできたのではないかと考える。ンࢣーࢺの㉁ၥ㡯目で

ある、ձ「ࣞࢺーࢽングの㛗さはうでしたか㸽」ղ「㡢ᴦと動きはྜっていましたか㸽」ճ

「このようなࣞࢺーࢽングをࡸりたいとᛮいますか㸽」については、⫯定的なᅇ⟅⋡がれも

100㸣であった。またմ「ࣞࣂー࣎ールの動きにᙺ❧ちそうですか㸽」については、⫯定的なᅇ

⟅⋡が 88㸣であった。このことから、ࣞࣂー࣎ールにおけるࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽング

は⿕㦂⪅にある⛬度ཷけධれられていることが示၀された。また、ンࢣーࢺの自⏤グ㏙では、

があったため、考した㌟యの動きとᴦ᭤はールの動きにつながるといったពぢな࣎ーࣞࣂ

 。していることが示၀されたࢬࢼンクࣟࢩ

㸳． まとめ 

 今ᅇはࣞࣂー࣎ールのࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングの㡢ᴦの作研究を行うにあたり、

作ࡔけではなく、実㊶ࡸ研究発⾲を行った。その୰で、㡢ᴦとࢫポーࢶなを組みྜわࡏる

ことはᴦしくできるかに、⫈く力・考える力・ࣜࢬムឤなも㣴うことができるとឤじた。  

今ᚋのᒎᮃとして、他✀のࢫポーࢶのࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングの㡢ᴦࡸ、他✀のࢫ

ポーࢶ、他の教⛉と㡢ᴦを組みྜわࡏた教⛉ᶓ᩿的な研究を進めていきたい。 

グ 

 本研究は岡崎ዪ子大学研究理ᑂ査によるᢎㄆをᚓて施行した（௧4年度通知␒ྕ04035）。

ᑐ㇟⪅にᑐしては研究についての説明をし、資ᩱは༏ྡ化し個人ሗ保ㆤに␃ពして行った。 

ᘬ⏝ᩥ⊩㸦ᮏᩥ୰ᘬ⏝⟠ᡤࡀ᫂グᩥࡿ࠸࡚ࢀࡉ⊩㸧 

1）㔜岡成 す本ဴஓ（2020）「▷㛫のࢥーディࢿーࣙࢩンࣞࢺーࢽングがもたらす༶的

ຠ果について」ࠗ ᕝ崎་⒪⚟♴学会ㄅ 㸪࠘30㸪pp.1 2̺ 

ㅰ㎡ 

 本研究において、実㊶のンࢣーࢺ調査にࡈ༠力くࡔさった୰学⏕と指ᑟ⪅のⓙᵝ、また本

研究を行うにあたり助ゝを㡬きました岡崎ዪ子大学子も教育学㒊教ᤵ ᾆᜏ人先⏕にᚰ

よりឤㅰ⏦し上ࡆます。 
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